
金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

す
る
時
は
五
・
六
日
も
懸
り
小
給
聞
出
来
仕
也
。
波
法
伊
兵
衛
罷
出

で
、
左
様
に
仕
り
て
は
大
き
に
手
間
入
り
六
ナ
敷
儀
左
り
。
此
御
天

守
護
地
に
窮
し
、
縄
張
可
v
仕
、
御
好
有
v
之
時
は
如
何
や
う
に
も
右
の

地
に
窮
し
た
る
細
の
上
に
て
御
好
可
v
被
v
成
と
申
し
け
り
。
幕
府
御

'
大
工
共
、
品
ん
も
さ
う
に
は
聞
ゆ
れ
ど
も
、
爾
と
合
点
参
ら
守
と
申
す
。

さ
ら
ば
私
可
v
仕
、
御
好
被
v
成
よ
と
て
、
此
方
よ
り
召
蓮
罷
出
づ
る

大
工
共
に
申
付
け
、
則
元
の
御
天
守
護
を
地
に
務
し
、
縄
張
仕
り
、

御
好
可
v
被
v
成
と
て
見
せ
た
り
。
幕
府
の
御
大
工
共
傍
も
聞
え
た
る

儀
也
。
是
に
六
尺
ひ
き
h
時
は
恰
好
如
v
此
た
る
ぺ
し
と
て
、
叉
縄
張

直
し
見
る
に
よ
り
、
一
日
の
内
に
恰
好
の
縄
張
極
め
て
、
御
指
聞
極

り
た
り
。
此
時
渡
漣
伊
兵
衛
水
廻
、
上
t

の
御
大
工
ど
も
感
じ
入
り
て

名
を
揚
げ
た
り
け
り
と
。
又
山
本
基
腐
の
微
妙
公
夜
話
鍬
に
云
ふ
。

天
守
護
出
来
之
節
、
幕
府
御
大
工
頭
鈴
木
修
理
申
す
は
、
惑
に
ひ
歩

み
有
v
之
や
う
に
見
ゆ
る
よ
し
申
す
慮
に
、
此
方
の
御
大
工
渡
漣
伊
兵

衛
か
ね
を
持
出
で
、
か
ね
の
手
を
合
せ
見
せ
、
是
御
覧
候
へ
‘
分
厘

も
遼
不
v
申
由
鴛
v
見
候
へ
ば
、
一
段
能
く
候
。
見
違
へ
た
る
由
申
聞

け
、
御
奉
行
中
に
も
宜
き
よ
し
被
v
申
た
り
。
共
段
御
鑓
に
建
し
け
る

に
、
利
常
卿
、
伊
兵
衛
め
ち
い
さ
き
や
つ
に
候
へ
ど
も
、
大
男
の
=
一

に
た
L
ぬ
と
御
意
被
v
成
た
h
y
o

御
叱
り
は
被
v
遊
間
敷
由
被
=
申
聞
-

と
.
瀬
兵
衛
噛
申
。
と
の
一
話
を
も
載
せ
た
り
。
渡
議
伊
兵
衛
が
事

に
あ
ら
宇
と
い
へ
ど
も
、
利
常
卿
小
松
在
披
し
給
ふ
頃
、
作
事
向
を

伊
兵
衛
に
被
v
命
た
る
考
鐙
に
記
載
す
。

。

鍛

抱

町

大
工
町
の
横
小
路
左
り
。
今
池
同
町
に
嵐
せ
り
。
故
に
今
は
池
田
町

一
番
丁
・
池
岡
町
二
番
丁
と
呼
べ
り
。
一
番
丁
は
、
奮
務
中
先
手
組
織

地
足
親
の
組
地
也
。
二
番
丁
は
、
劉
場
附
の
組
地
と
成
り
居
り
し
か

E
.
元
は
一
番
丁
・
二
番
丁
共
に
先
手
組
足
趨
の
組
地
た
り
し
と
ぞ
。

高
治
二
年
十
一
月
の
居
屋
敷
歩
数
定
書
に
‘
五
拾
歩
御
織
地
之
者
共

外
掃
除
坊
主
・
御
餌
指
。
と
あ
り
て
、
御
織
地
之
者
と
い
ふ
は
、
先
手

足
跡
鵬
餓
地
組
の
惣
稀
危
り
。
故
に
此
の
組
地
を
ば
む
か
し
よ
り
織
地

町
と
呼
ぺ
り
。

。
鎗
砲
足
経
事
略

藩
園
官
職
遁
考
に
云
ふ
O

加
藩
園
初
は
先
手
大
組
・
中
組
等
の
名
目

も
な
け
れ
ば
、
組
て
共
の
頭
を
ぽ
足
経
頭
と
稽
し
、
共
組
足
礎
を
も

弓
之
者
・
織
地
之
者
と
呼
ぺ
り
。
按
宇
る
に
、
甲
州
武
田
家
に
は
足
韓

大
将
と
云
払
.
関
東
奮
き
時
間
侯
・
援
に
て
は
多
〈
足
軽
頭
を
者
頭
と
い

金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

人
懸
も
仕
り
た
り
。
何
ぞ
と
ら
せ
と
御
意
に
て
、
大
分
被
v
下
物
有
v
之

候
由
.
不
破
卒
左
衛
門
哨
承
る
。
と
あ
り
て
、
此
の
普
締
役
の
時
、

波
漣
伊
兵
衛
幕
府
の
諸
役
人
へ
鈎
し
.
吾
が
務
の
越
度
・
な
き
賛
意
を

あ
ら
は
し
、
己
が
力
量
を
知
ら
し
め
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
叉
山
本

基
庸
が
夜
話
鋒
に
、
利
常
卿
小
松
に
て
作
事
被
v
命
、
山
本
瀬
兵
衛
作

事
方
横
目
に
て
罷
出
で
け
る
底
、
利
常
卿
御
出
で
作
事
方
御
覧
あ
り

し
に
、
天
井
総
下
隠
そ
く
幼
稚
也
と
て
、
御
大
工
波
法
伊
兵
衡
を
殊

の
外
御
叱
被
v
遊
‘
天
井
を
下
よ
り
御
自
身
御
っ
き
破
り
、
是
皆
打
と

は
せ
と
被
v
仰
ゆ
ゑ
‘
は
っ
と
申
し
か
け
上
り
、
材
木
の
き
れ
を
以

τ

棚
の
つ
り
で
有
v
之
を
も
微
鹿
に
打
破
り
け
れ
ば
、
は
あ
/
¥
と
被
v

仰
、
と
は
し
不
v
申
所
と
相
見
h
.
共
健
被
v骨
m
v
入
た
り
。
扱
々
不
興

'
成
る
事
、
疎
忽
干
高
と
何
れ
も
申
し
迷
惑
至
極
仕
h
y
、
御
次
へ
罷
出

で
品
川
左
門
を
待
ち
て
罷
在
、
逢
候
て
、
只
今
御
供
被
v
成
、
御
覧
の

湿
り
愈
相
成
事
仕
り
迷
惑
仕
曲
、
何
分
に
も
宜
し
く
親
入
候
旨
申

入
。
左
門
被
'
申
、
此
問
御
好
み
に
て
、
出
来
宜
し
き
由
被
v

仰
た
る
棚

也
。
不
興
成
事
也
。
去
り
た
が
ら
被
v
需
v
入
け
る
時
分
、
瀬
兵
衛
め
が

棚
を
微
塵
に
殺
し
た
り
。
あ
の
や
う
た
事
は
し
か
ら
ぬ
が
よ
し
。
若

き
や
つ
は
火
の
中
へ
も
飛
入
る
や
う
に
仕
立
て
ね
ば
、
閥
致
時
に
用

ひ
、
閥
西
に
て
は
物
頭
と
書
け
り
と
い
ふ
。
共
の
唱
へ
同
じ
う
し
て

文
字
建
へ
り
。
吾
が
審
は
織
田
家
の
下
風
立
た
り
し
ゅ
ゑ

K
.
物
頭

と
書
け
り
。
然
る
を
鍛
勉
之
者
・
弓
之
者
を
賀
る
頭
た
る
を
‘
物
頭
と

書
け
る
事
理
な
し
と
云
ふ
設
あ
り
。
予
深
〈
考
ふ
る
に
.
武
田
・
援
な

E
奥
カ
幾
十
騎
・
同
心
何
十
人
質
る
。
共
他
も
足
麗
何
十
人
預
る
と

あ
り
。
是
人
を
以

τす
る
が
故
に
兵
器
は
是
に
弐
げ
り
。
因
り

τ者

頭
と
-X
ふ
。
吾
が
藩
は
大
組
・
中
組
を
始
め
弓
・
鍛
勉
若
干
に
し
て
、

共
持
つ
者
幾
十
人
・
手
替
幾
人
添
へ
て
、
共
器
を
預
け
ら
る
L
例
也
。

故
に
器
を
先
と
し
、
品
物
の
顕
在
る
を
以
て
物
頭
と
い
へ
り
。
但
し

共
の
頭
の
鑑
鰯
は
鮮
か
友
ら
や
。
落
組
高
徳
公
、
天
正
十
二
年
に
千

縮
長
左
衛
門
義
春
を
織
地
頭
陀
命
ぜ
ら
れ
‘
足
級
二
十
人
を
預
け
ら

る
o
A
A
姓
名
の
頴
る
L

始
め
た
ら
ん
か
。
此
後
は
文
総
一
万
年
に
後

藤
又
助
仰
付
け
ら
る
。
慶
長
五
年
菊
池
忠
左
衛
門
・
大
橋
丸
郎
兵
衛
・

松
平
久
兵
衛
等
勤
v
之
。
大
聖
寺
役
の
時
長
如
庵
・
高
山
南
坊
・
山
崎
閑

粛
・
太
田
但
馬
等
の
手
へ
足
軽
頭
を
附
け
ら
る
a
A

事
見
ゆ
と
。
平
次

按
宇
る
に
、
利
家
卿
の
時
銭
焔
足
騒
を
抱
え
ら
れ
し
事
は
、
先
筒
足

麓
組
の
人
々
の
由
緒
幌
に
、
高
徳
公
於
a
越
前
府
中
一
御
鍛
焔
之
者
一
止

拾
人
外
小
頭
五
入
、
都
合
五
拾
五
人
被
昌
召
抱
一
小
塚
藤
右
衛
門
に
御




